
 

  

 

 

 

 

 

                                                   

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

学ぶこと 
校長 井浦 博史 

足利学校をご存じでしょうか。文化庁が認定した日本遺産の第一番として指定された「近世日本の教育遺産群 －

学ぶ心・礼節の本源－」の一つ、日本最古ともいわれる学校ですので、ご存じの方、訪問された方も多いかと思います。

「日本遺産」とは、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化や伝統を語るストーリーとして文化庁が認定した

ものです。現在１０４の有形や無形の様々な文化財群が認定されており、地域の活性化を担っております。 

足利学校の存する足利市は栃木県の南西部に位置し、室町幕府を開くに至った足利氏の発祥の地でもあります。こ

の地に設立された足利学校はその創設は諸説あるものの室町時代のころには記録も残っており、戦国時代の末期（十

六世紀頃）には三千人を越える大変多くの生徒を有する学校として栄えておりました。日本に初めてキリスト教を布

教したフランシスコ・ザビエルは足利学校の事を「日本国中、最も大にして最も有名な坂東（ばんどう）の大学」と記

録し、日本の学校教育のすばらしさを世界に広めました。足利学校で学ぶ学問は儒学がベースとなっていたようです

が、この他様々な学問を自由に学べる環境もあったようです。足利学校での学びは現在の私たちの生き方にも通ずる

ところがあります。教えの柱として、「仁・義・礼・智・信」の五つがあり、「仁」とは、人に対する思いやりの心、「義」

とは正しい行い、「礼」とは人を敬うこと、「智」とは正しい判断をする知恵、そして「信」は誠実であること。総じて、

この教えとは、自分を大切に、相手も大切に、そして互いに大切にし合う心、行動のことであり、昔も、これから続く

未来においても学び続け、考え続ける大切なことではないでしょうか。では、現代の社会はどのような様相なのでしょ

うか。残念ながら日本はもとより世界でも、差別や人を傷つけるような行い、軍事侵攻や紛争などが絶えず繰り返され

ています。改めて私たち一人一人が「互いに助け合い、人を大切にする優しい思いやりの心、繰り返し繰り返し話し合

う姿勢」について考えを深め、行動していくことが必要ではないでしょうか。簡単に解決できることではないでしょ

う。しかし、解決策について考え続け、学び続けることはとても大切なことで、考え続け、学び続ける意外に解決の方

法はないと思います。 

足利学校では、誰でもいつでも入学でき、在学期間や卒業などに条件はなく、自分の考えで、自分が納得するまで、

いつまでも学ぶことができたそうです。中には十年以上も学び続けた学生もいたとのことです。学ぶことはいつでも

始められるが、その終わりはない。ということでしょうか。 

これからの時代は、ＡＩ（人工知能）などが急速に発展し、これまでに見たことも、

聞いたこともないような社会が形成されるかもしれません。想像を超えるような変化

が起きるのかもしれません。これまで正しいとされていたことも変化し、これまでな

かったものが出現することもあるでしょう。しかし、時代がどう変わろうとも人を大

切にする心、学び続ける姿勢の大切さはきっと変わらないと思います。 

 

Malala Yousafzai（マララ ユサフザイ）２０１４年ノーベル平和賞受賞 

「1 人の子ども、1 人の教師、1 冊の本、1 本のペン、それで世界は変えられます」 
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私が、昔ソフトボール部の顧問をしていた時、入部した生徒に配っていたものを少し紹介します。 

にじいろ学級 渡邊 友紀 

『〇〇中ソフト部である前に、〇〇中学校の生徒である。』 

◎あいさつが元気にできる。 

○「気をつけ、礼、お願いします（ありがとうございました）。」の号令あいさつはできて 

当たり前。一人でも元気にあいさつできる。先生より先にあいさつできる。 

○グラウンド・学校内で・・・ 

◎感謝の気持ちを忘れない。 

○自分が部活をできるのは・・・お弁当を作ってくれる、試合を観に来てくれる、応援してくれる・・・ 

陰で支えてくれる人がいるから。『ありがとう』を忘れない。』 

◎報告・連絡・相談ができる。 

○練習、試合の報告はできて当たり前。話し合ったことの報告や、欠席の連絡、困ったときや悩んでいるときに

相談できる。先生から催促されてからでは遅い。 

○お世話になった人に、大会結果や進学、就職など節目の連絡ができる。 

◎「はい」と返事が大きく、しっかりと言える。 

○「はい」は、「わかりました」の意味以外に『できます、やります、がんばります。』の意味も表す。大きな声

を出せる選手は、いざという時に強い。 

○これは、練習だけではなく、日常生活においても必要なことである。 

◎花が咲かない時は、根を伸ばせ！ 

○くじけず、めげず、あきらめずに地面の中の根っこを伸ばしてほしい。いつか、必ず花が咲く。 

◎笑顔を絶やさない。 

○心が強い選手ほど、笑顔がよく似合う。 

このプリントを読んで何か感じたら、3 年生は新たなステージで、１・２年生は進級したときに実行してみて

ください。 

 

Music can unite us all 
ALT  Patrick Dekens-True 

 
Throughout my life one thing has been constant...music. 

 
I feel that music is something uniquely human， it exists regardless of the place， people or culture． 

  
Music has an unmatched ability to bring people together．Not much else can bring people together quite like it．
Going to see your favorite band or artist live and being amongst a sea of other people who share the love that 
music is something everyone should get to experience.   

 
Music is also a place to find belonging.  The messages that it shares can help us through times both good and 

bad.   
 

For all these reasons I think that music is something that is intimately important to us.   
 

“If you sing along a little louder to a happy song you will be just fine.”...Oli Skyes 
 

音楽は私たち全員を一つにします 
ALT パトリック・デケンズ・トゥルー 

私の人生を通して、変わらないものがひとつあります...それは音楽です。 
音楽は人間特有のもので、場所、人、文化に関係なく存在すると感じます。 
音楽には人々を結びつける比類のない力があります。これほど人々を結びつけるものは他にはありません。お気に入りのバンド
やアーティストのライブを観に行ったり、音楽は誰もが経験すべきものであるという愛を共有する多くの人々の中に入ることが
できます。 
音楽は帰属意識を見つける場所でもあります。それが共有するメッセージは、良いときも悪いときも私たちを助けてくれます。 
これらすべての理由から、音楽は私たちにとって非常に重要なものだと思います。 
「楽しい歌をもう少し大きな声で歌えば大丈夫です。」...オリヴァー・サイクス 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                           

                         


